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改訂第３回WG 
 資料 ３－４  

内分泌攪乱における化学物質の役割を評価するための 
優先物質リストの確定アプローチ 
内分泌攪乱化学物質のための欧州共同体戦略(COM(2001)262)より 

全　化　学　物　質

　ＢＫＨ作業リスト
564物質

1000t/y以上の高生産量物質または完全分解までに
数ヶ月を要する難分解性物質の選抜

高生産量または
難分解性の
147物質

高生産量でも難
分解性でもない
212物質

分解性に関する
知見のない
205物質

内分泌攪乱に関連した影響の信頼性評価

内分泌攪乱の
証拠がある
66物質

内分泌攪乱の
潜在的証拠がある

52物質

リストに記載する
科学的根拠がない

11物質

判断に要する知見
が不十分な
18物質

内分泌攪乱の証拠ま
たは内分泌攪乱の
潜在的証拠がある物
質で、何の規制もな
く、法規制の対象と
しての検討も為され
ていない 9物質と合
成・天然ホルモン3
物質

既存の知見では
内分泌攪乱物質で
はないと思われる
11物質

判断に要する
知見が不十分な
435物質(知見の収
集及び信頼性評価
を実施中)

内分泌攪乱の証拠ま
たは内分泌攪乱の
潜在的証拠がある物
質で、何らかの規制
が既に存在するか、
法規制の対象として
検討中の 109物質と
合成・天然ホルモン
6物質

Phase　Ⅱ

優先順位付け

検討を行う
候補となった
553物質のリスト

Phase　Ⅰ

合成・天然ホルモン
9物質を追加

毒性に関する分類も
為されていない
２物質

以下の各項に該当しない 物質
農薬として失効している物質
販売と使用が禁止または規制されている物質
廃棄物焼却時の副生物
合成・天然ホルモン
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1)　今後12－18ヶ月でリスク評価に必要な情報の詳細な検討を行い、1.5年程度で確定試験の候補物質の選抜を行う。

2)　今後1－2年で毒性に関する分類の検討を行う。

4)　今後1-4年でリスク評価に必要な情報の詳細な検討を行う。

5)　今後12－18ヶ月で分解性・生産量・法規制の現状に関する情報の収集と、２年程度で新たに得られた情報の集約

　　とスクリーニング試験の候補物質の選抜を行う。

3)　今後1.5年程度で確定試験の候補物質の選抜を行う。


